
●「教科の勉強は好きだ」の質問について、小学校は、算数、国語、社会の肯定的な回答が減少。
中学校は理科、英語、数学、社会の肯定的な回答の割合が増加。

● 「教科の勉強は分かっている」の質問について、小学校の肯定的な回答は横ばい。
中学校は、肯定的な回答の割合が全教科増加。

40

50

60

70

80

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｒ２

国語 社会 算数 理科

40

50

60

70

80

90

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｒ２

国語 社会 算数 理科

40

50

60

70

80

90

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｒ２

国語 社会 数学 理科 英語

40

50

60

70

80

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｒ２

国語 社会 数学 理科 英語

社会

数学

理科

国語 英語
算数

理科
国語

社会

理科
国語

社会
算数

数学

英語

理科

国語

社会

質問紙調査の結果（肯定的回答の割合）

①教科の勉強は好きだ。 ①教科の勉強は好きだ。

②教科の勉強は分かっている。 ②教科の勉強は分かっている。

小学校 中学校
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【小・中学校の傾向】
○「友人関係」の項目では、肯定的な回答の割合が増加している。
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小学校

④クラスや部活内で、冷やかされたり、からかわれたり、いやなことをしつこく言われたりすることはない。

76.0 

75.4 

76.3 

82.1

H29

H30

H31

R2 （全国78.3）

③友だちの表情などから今の心を思いやり、自分だったらどうしてほしいか、それをよく考えてから行動する。

（全国76.1）
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質問紙調査の結果（肯定的回答の割合）



【小学校の傾向】
▲「自己肯定感」の項目では、肯定的な回答の割合が減少している。
※ 「先生の支え」を感じている児童は多く、「成功体験」を通して自己有用感や達成感を味わわせる活動が求められる。

⑤将来、あんな人になりたい、こんな事がしたい、こんな
仕事につきたいという、夢や目標がある。
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⑥自分には、いいところがあると思う。
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質問紙調査の結果（肯定的回答の割合）

小学校

⑦自分の気持ちを、分かろうとしてくれる先生がいる。

83.8

82.3

83.3

83.4

H29

H30

H31

R2 （全国 80.5）

⑧自分なりに努力したことがうまくいって、うれしかったことがある。
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【中学校の傾向】
○中学校は大きな変化はなく、望ましい傾向に変わっていっている。
▲「自分で計画を立てて勉強している」の項目は、肯定的な回答の割合が増加しているが、長期休業を経験した後と言うことを考えれば十分ではない。
▲「生活習慣」の項目では、平日のテレビゲームの時間が増加している。
※「家庭では決めた場所で勉強する」「分からないことは辞書で調べる」の項目では、肯定的な回答の割合が増加している。
家庭学習において、自ら計画を立てて取り組ませる指導を行なう必要がある。

⑫学校の授業がある月曜日から金曜日に、１日当たり
テレビゲームを2時間以上する。
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⑪家で勉強するときは、自分で計画を立てている。
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（※県独自調査）

質問紙調査の結果（肯定的回答の割合）

中学校

⑨家では、勉強する場所を決めている。
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⑩わからない言葉が出てきたときは、辞典などを引いて
調べている。
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